
平成31年度一般選抜学力検査問題

理　　　　科

注　　　　　意

（ ４時間目　50分 ）

１　問題用紙と解答用紙の両方の決められた欄に，受検番号と氏名を記入しなさい。

２　問題用紙は開始の合図があるまで開いてはいけません。

３　問題は１ページから６ページまであり，これとは別に解答用紙が１枚あります。

４　答えは，すべて解答用紙に記入しなさい。

氏　名受検番号
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１	 次の資料は，エンドウの種子の遺伝について示したものである。下の（1）～（6）の問いに答えな
さい。

（1）次のうち，エンドウの特徴を表すものはどれか，２つ選んで記号を書きなさい。

ア　子葉は２枚である　　　イ　花弁はつながっている

ウ　子葉は１枚である　　　エ　花弁は１枚ずつ分かれている

（2）エンドウの種子の丸形としわ形のように，対
つい

をなす形質を何というか，書きなさい。

（3）下線部のようになるのはなぜか，形質に着目して書きなさい。

（4）エンドウのような有性生殖をする生物では，減数分裂を行うとき，対になっている遺伝子が

分かれて別々の生殖細胞に入る。これを何というか，法則名を書きなさい。

（5）図で，子にあたる種子を育てて自家受粉させると，1000個の種子（孫にあたる個体）ができ，

そのうち丸形の種子は	750	個であった。この丸形の種子のうち，遺伝子の組み合わせが ＡＡ の

種子はおよそ何個といえるか，最も適切なものを次から１つ選んで記号を書きなさい。

ア　	125	個　　　	イ　	250	個　　　	ウ　	375	個　　　	エ　	500	個　　　	オ　	750	個

（6）遺伝子の組み合わせのわからないエンドウの種子Ｒと種子Ｓがある。種子Ｒと種子Ｓをそれ

ぞれ育てて交配させると，丸形としわ形の種子ができた。次のうち，種子Ｒと種子Ｓのそれぞ

れの遺伝子の組み合わせとして考えられるものはどれか，すべて選んで記号を書きなさい。

ア　両方とも ＡＡ 　　　イ　一方が ＡＡ で，もう一方が Ａａ

ウ　両方とも Ａａ 　　　エ　一方が Ａａ で，もう一方が ａａ

オ　両方とも ａａ

【資料】

・図のように，丸形の種子をつくる純系のエンドウと，

しわ形の種子をつくる純系のエンドウを交配させてで

きた種子（子にあたる個体）は，すべて丸形になる。

・エンドウの種子の形を丸形に決める遺伝子をＡ，しわ

形に決める遺伝子をａとすると，図の親にあたる丸形

の種子としわ形の種子の遺伝子の組み合わせは，それ

ぞれ	ＡＡ	， 	ａａ	になる。

丸形 しわ形

親

子
丸形 丸形 丸形 丸形

図
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２	 恵さんは，ある地点で過去に発生した地震について次のようにまとめ，課題Ⅰ～Ⅲを設定し
て調べた。下の（1）～（5）の問いに答えなさい。

（1）下線部ａを何というか，書きなさい。　
（2）下線部ｂのＭは，地震の規模を表している。これを何というか，書きなさい。
（3）恵さんは，課題Ⅰについて次のように考えた。恵さんの考えが正しくなるように，Ｑには
当てはまる数値を，Ｒには当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。

　

（4）課題Ⅱについて，Ｐ波の到着時刻と震源からの距離の関係を表すグラフをかきなさい。ま
た，この地震の発生時刻は，およそ22時何分何秒か，次から１つ選んで記号を書きなさい。

ア　31分30秒　　イ　31分38秒　　ウ　31分46秒　　エ　31分54秒　　オ　32分02秒

（5）次の表は，恵さんが課題Ⅲについて資料を調べ，わかったことをまとめたものである。

①　下線部ｃについて，再びずれる可能性がある断層を何というか，書きなさい。

②　わかったことの内容が正しくなるように，Ｔ～Ｗに当てはまる語句を，次からそれぞれ

１つずつ選んで記号を書きなさい。

ア　隆起　　　イ　沈降　　　ウ　海洋プレート　　　エ　大陸プレート

・図の　はａ震源の真上の地点を，Ａ～Ｃは観測点を表している。
・震源の深さ14㎞	　　・ｂＭ 6.4　　・最大震度６強
・各観測点の記録
観測点 震度 震源からの距離 Ｐ波の到着時刻 Ｓ波の到着時刻
Ａ ２ 180㎞	 22時32分12秒 22時32分36秒
Ｂ ３ 110㎞	 22時32分02秒 22時32分17秒
Ｃ ３ 	 70㎞	 22時31分56秒 22時32分06秒

【課題Ⅰ】　 震源からの距離と初期微動継続時間には，どのような関係があるか。
【課題Ⅱ】　 この地震の発生時刻はいつか。
【課題Ⅲ】　 地震はどのようなしくみで起こるか。

ＡＢ Ｃ

図

　観測点Ａの初期微動継続時間は，観測点Ｃより（ Ｑ ）秒長いので，震源
からの距離が（ Ｒ ）なるほど，初期微動継続時間は長くなるのではないか
と考えました。

表 地震発生前 地震発生後 わかったこと

内
陸
型
地
震

・内陸型地震は，大地に力が加わり
　ｃ断層がずれることで起こる。

海
溝
型
地
震

・海溝型地震は，（ Ｔ ）が（ Ｕ ）
の下にしずみこみ，（ Ｖ ）した
（ Ｕ ）の先端部がもとにもどろ
うとして急激に（ Ｗ ）すること
で起こる。

　 　海洋プレートの動き　　 　大陸プレートの動き　　点線はもとの位置を表している。

大地に加わる力

海洋プレート
大陸プレート
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３	 純さんと明さんは，秋田県で冬に体験した次のことについて疑問をもち，実験を行ったり話
し合ったりした。下の（1）～（3）の問いに答えなさい。　

（1）純さんは，体験Ⅰについて，日本海の上の雲に関する仮説を立て，実験Ⅰ，Ⅱを行った。

①　下線部ａの主成分は塩化ナトリウムである。塩化ナトリウムの化学式を書きなさい。

②　次のうち，下線部ｂの性質を表しているものはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。

ア　冷たく乾燥している　　　　　イ　冷たくしめっている

ウ　あたたかく乾燥している　　　エ　あたたかくしめっている	

③　考察が正しくなるように，Ａには当てはまる語句を，Ｂには当てはまる内容をそれぞれ

書きなさい。

④　純さんは，図１を見直したところ，岩手県側では雲が消えていることに気づき，その理

由を次のように考えた。純さんの考えが正しくなるように，Ｃに当てはまる内容を「雪」

と「水蒸気」という語句を用いて書きなさい。

【仮説】北西の季節風によって運ばれた空気に，日本海から多くの水蒸気が供給されると

日本海の上に雲が発生するのではないか。

【実験Ⅰ】図２のように，氷とａ食塩を混ぜたもの

のまわりの空気をｂシベリア気団に，室温と同じ

温度の水を入れたバットを日本海に，それぞれ見

立てて雲を再現する装置を作った。送風機で風を

送ったところ，雲は発生しなかった。

【実験Ⅱ】図２のバットの中にある水を湯にかえて

実験Ⅰと同じように風を送ったところ，雲がバッ

トの上で発生した。

【考察】北西の季節風によって運ばれた空気に，日本海から多くの水蒸気が供給される。

　その空気の温度が（ Ａ ）に達し，空気中にふくみきれなくなった水蒸気が　　　　 　

ことにより，日本海の上に雲ができると考えられる。その雲が，秋田県に多くの雪を降

らせる原因といえる。

Ｂ

体験Ⅰ：	北西の季節風がふいた日，秋田県には多くの雪が降った。図１
の気象衛星画像では，日本海の上にも雲が見られた。

体験Ⅱ：雪が降った日の朝，雪の上には動物の足あとが見られた。
体験Ⅲ：	除雪ボランティアに参加し，除雪道具を利用して雪を持ち上げ

たとき，使う道具によって手ごたえが変わった。

　北西の季節風によって運ばれた空気が山脈にぶつかると，強い上昇

気流が発生します。そのときにできた雲が山脈をこえるとき，山間部

に 　　　　　 からだと思います。	Ｃ

図２

線香

風
送風機

バット

ペットボトル

で作った筒
つつ

水氷と食塩を
混ぜたもの

図１
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（2）純さんと明さんは，体験Ⅱについて，図３をもとに話し合った。

①　下線部ｃのような特徴をもつ動物を何というか，書きなさい。

②　次のうち，下線部ｄに当てはまるものをすべて選んで記号を書きなさい。

ア　イモリ　　イ　コイ　　ウ　コウモリ　　エ　ヘビ　　オ　メダカ　　カ　ワシ

（3）明さんは，体験Ⅲについて，図４のような，

雪を持ち上げて運搬する除雪道具に関する仮説

を立て，実験Ⅲを行った。ただし，100ｇの物体

にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，板の質量

は考えないものとする。

①　下線部ｅにはたらく重力の大きさは何Ｎか，求めなさい。

②　点Ｕを押し下げたときの仕事の大きさは何Ｊか，求めなさい。

③　明さんは，表を見て，仮説が誤っていることに気づき，次のように考えた。明さんの考え

が正しくなるように，Ｄ，Ｅ，Ｆに当てはまる語句を下からそれぞれ１つずつ選んで記号を

書きなさい。ただし，同じ記号を何回選んでもよいものとする。

ア　小さくなる　　　イ　大きくなる　　　ウ　変わらない

【仮説】図４の除雪道具の柄を長くすれば，同じ質量の雪
を持ち上げるとき，取っ手を押し下げる仕事の大きさは
小さくなるのではないか。
【実験Ⅲ】図５のように，板と台を除雪道具に見立てて，
支点から50㎝はなれた点Ｒに，雪に見立てたｅ質量６kg
の物体を置いた。次に，支点から100	㎝，150	㎝，200	㎝
はなれた点Ｓ，Ｔ，Ｕを，それぞれ真上からゆっくりと
押し下げ，物体を20㎝持ち上げた。表は，各点を押し下
げたときの力の大きさと押し下げた距離をまとめたもの
である。

純さん：	図３は，動物Ｐと動物Ｑの気温による体温の変化を表してい

るよ。

明さん：	動物Ｐは，ｃ気温が変化しても体温をほぼ一定に保つしくみ

があるから，一年中変わらず活動できると思うよ。

純さん：	そうだね。動物Ｑは，寒くなると体温が下がり活発に活動で

きなくなるね。ｄ動物Ｑのなかまにはどんな動物がいるかな。

　支点から力点までの距離が（ Ｄ ）ほど小さい力で動かせますが，押し下げ

る距離が（ Ｅ ）ので，仕事の大きさは（ Ｆ ）といえます。

図４
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４	 健さんの学級では，溶解度をもとにした物質の見分け方について話し合った。表は，４種類
の物質の溶解度を表したものである。下の（1），（2）の問いに答えなさい。

（1）先生が，授業の始めに次のように話した。

①　下線部ａにおける水のように，物質をとかす液体を何というか，書きなさい。

②　次のうち，下線部ｂの正しい操作を表した図はどれか，１つ選んで記号を書きなさい。

（2）次の会話は，健さんの班の話し合いの一部である。

①　下線部ｃについて，とけ残る質量が２番目に大きい物質は何か，書きなさい。

②　下線部ｄについて，とけ残る塩化ナトリウムを完全にとかすために，さらに必要な60℃

の水の質量は，少なくとも何ｇか，整数で書きなさい。求める過程も書きなさい。

③　次のア～ウを，Ｘに当てはまる順に並べて記号を書きなさい。

　ア　塩化アンモニウム　　　イ　硝酸カリウム　　　ウ　ミョウバン

④　健さんの発言が正しくなるように，Ｙに当てはまる内容を「温度」と「溶解度」という

語句を用いて書きなさい。

ろ紙

ろうと
ビーカー
ろうと台

ガラス棒ア イ ウ エ

望さん：	水が 100ｇずつ入った４つのビーカーに，表の物質	45.0	ｇをそれぞれ入れると，

ｃ20℃の水ではどの物質もとけきれないね。このとき，とけ残った物質をろ過に
よってとり出して質量を比較することで，物質を見分けられそうだね。

学さん：	別の方法もあるよ。ｄ水の温度を	60℃にして，表の物質	45.0ｇをそれぞれ入れる
と，塩化ナトリウムだけがとけきれずに残るよね。他の３種類の水溶液を，60℃
から20℃まで冷やしていくと，途

と

中で結晶が出てくるはずだよ。そのときの温度
が高い順に並べると，　　　　　　 になるので見分けられそうだね。

健さん：	学さんの考えは再結晶を使った見分け方だね。水溶液を冷やして結晶をとり出す
再結晶は， 　　　　　 を利用している方法だよね。

ちゅう

Ｘ

Ｙ

表
水の温度［℃］

物質
20 30 40 50 60

塩化ナトリウム 35.8 36.1 36.3 36.7 	 37.1
塩化アンモニウム 37.2 41.4 45.8 50.4 	 55.3
硝酸カリウム 31.6 45.6 64.0 85.2 109.2
ミョウバン 11.4 16.6 23.8 36.4 	 57.4

　溶解度は， 100ｇ	の水に
物質をとかして飽和水溶液
にしたときの，とけた物質
の質量［ｇ］である。

　前の時間に，健さんが「溶解度の値からａ水溶液にとけている物質を見分
けることができるのではないか」と発言しました。そこで，水が	100	ｇずつ
入った４つのビーカーと，表の物質45.0ｇ	ずつを用意しています。まずは表
をもとに，４種類の物質の見分け方について考えてみてください。ｂろ過な
どの操作を加えてもかまいません。
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５	 愛さんが自分の部屋で，電気ストーブとドライヤーだけを同
時に使ったとき，電気がしゃ断された。表は，愛さんの部屋の

電気製品を	100Ｖ	のコンセントにつないだときの消費電力を表

したものである。次の（1）～（3）の問いに答えなさい。ただし，

各電気製品に流れる電流の大きさは変化しないものとする。

（1）兄の仁さんは，電気がしゃ断されたことについて次のように説明した。

①　下線部ａでは，枝分かれしたそれぞれの区間に加わる電圧の

大きさには，どのような関係があるか，書きなさい。

②　愛さんの部屋で，電気ストーブと照明器具だけを同時に使ったときや，ドライヤーと加

湿器だけを同時に使ったときには，電気がしゃ断されることはなかった。愛さんの部屋の

下線部ｂはどの範囲にあるといえるか，次から１つ選んで記号を書きなさい。

　ア　	11.1	Ａ以下	　　　　　　　　　　　イ　	11.1	Ａより大きく	15.3	Ａ以下

　ウ　	15.3	Ａより大きく21.5	Ａ以下	　　　エ　	21.5	Ａより大きい

（2）仁さんの説明を聞き，愛さんは図２～４の回路をつくり，実験を行った。ただし，抵抗の

値は抵抗器Ｋが30Ω，抵抗器Ｌが20Ωであり，電源の電圧はそれぞれ	3.0	Ｖ	とする。

①　図２で，回路に流れる電流は何Ａか，求めなさい。

②　図３で，抵抗器Ｋと抵抗器Ｌの全体に加わる電圧の大きさを測定するとき，電圧計の＋

端子と－端子は点Ｃ～Ｅのどこにつなげばよいか，次から１つ選んで記号を書きなさい。

ア　 （＋端子：Ｃ，－端子：Ｄ）　　　 イ　 （＋端子：Ｄ，－端子：Ｃ）

ウ　 （＋端子：Ｄ，－端子：Ｅ）　　　 エ　 （＋端子：Ｅ，－端子：Ｄ）

③　図３と図４の回路全体の抵抗の大きさをそれぞれＲ１，Ｒ２とするとき，Ｒ１：Ｒ２を最も

簡単な整数比で書きなさい。

（3）愛さんは，家の中の電気配線にブレーカーが必要な理由について次のように考えた。愛さ

んの考えが正しくなるように，Ｘには当てはまる内容を「電流」という語句を用いて，Ｙに

は当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。

図１

ブレーカー
（配線用しゃ断器）

分電盤

図２

Ｋ

図３

Ｋ

Ｃ

Ｄ ＥＬ

図４

Ｋ

Ｌ

表

電気製品 消費電力
［Ｗ］

電気ストーブ 	 950
ドライヤー 1200
加湿器 	 330
照明器具 	 160

　家の中の電気配線はａ並列回路になっているよ。
安全のため，配線ごとに流れる電流の大きさの合計
がｂ決まった値以上になったとき，図１のように分
電盤のブレーカーのスイッチが切れるんだ。

　家の中の電気配線は並列回路になっていて，消費電力が大きくなるほど，回
路全体では， 　　　　　 なり，発熱量が（ Ｙ ）なるので危険だからです。Ｘ




